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研究成果の概要（和文）：この研究を通して規制の差異が貿易に対して影響が大きいということが明らかになっ
た。特に発展途上国から先進国への輸出、南南貿易においても規制の差異の影響が先進国間での貿易の時と比べ
て大きい結果が得られた。規制の差異は貿易額に負の影響があるだけでなく、理論での予測通り、貿易品目の減
少、価格の上昇が起きる事が判明した。個別の食品・農産物（鶏肉、牛乳、パーム油）の場合においても規制や
プライベートスタンダードが輸出や産業に対して大きな影響を与えているのが判明した。これらの規制やプライ
ベートスタンダードは主に持続可能な開発や成長の一環として実施されており、これらの政策が農業・農村に与
える影響も分析した。

研究成果の概要（英文）：Through this research, we find that the differences in regulations between 
exporting and importing countries have negative impacts on bilateral trade values. The impacts are 
stronger for the exports from developing to developed countries, and between developing countires 
(so-called South-South trade).  Not only that the difference in regulations affect bilateral trade 
values (intensive margin), we find that differences in regulations also affect the extensive margin 
(lower number of commoditities traded and traded commoditities prices are higher) as predicted by 
the theory. Through more case-oriented studies, we have looked at the poultry and milk industries in
 China and issues surrounding Palm oil.  In these studies, we also find that regulations and private
 standards have large impacts on international trade and industrial development.  We also examined 
the impacts of these sustanability policies on the development of rural communities and farmers.

研究分野：国際貿易

キーワード： 非関税措置　規制　国際貿易　non-tariff measures

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
輸入国の規制が貿易に負の影響を与える可能性があるということは既存研究でも明らかになっていた。しかしな
がら、輸出国と輸入国の規制の差異に着目した体系的なデータを使用した研究は本研究が初めてである。規制の
差異が大きな影響を与えるという結果によると、今後2か国間貿易を促進するためには規制の調和、もしくは相
互認証をしていく必要性がある。また、規制のみならずプライベートスタンダードも貿易に大きな影響を与えて
いるという結果を得た。これは今後の貿易自由化や貿易協定の政策を議論する上でこの2点の議論も重要である
ということを示唆している。特に規制・プライベートスタンダードを遵守できる能力の支援が必要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近年、技術的な基準および認証制度をはじめとする規制が国際貿易に与える影響に対する関心
が高まっている。戦後、GATT/WTO交渉を通じて、輸入関税は着実に引き下げられてきた。水
際の関税が削減された結果、国際貿易に影響を与えうる各国内における規制、ここでは非関税措
置（non-tariff measures; NTMs）と呼ぶ、に対する政策的関心が高まっており、WTOにおけ
る取り組みのみならず、二国あるいは多数国間の経済連携交渉の場においても重要な協議事項
となっている。しかし、学術的には、データ不足のために、NTMsが国際貿易に与える影響につ
いての体系的な検討が十分に行われてこなかった。 
世界各国にどのような NTMs が存在しているかについてのデータベースは、従来、各国から

WTOへ通報された衛生植物検疫（sanitary and phytosanitary; SPS）措置および貿易の技術的
障害（technical barriers to trade; TBT）の情報のみに基づいて作成されてきた。国連貿易開発
会議（UNCTAD）は、こうした従来のデータベースの構築方法を抜本的に見直し、各国の法令
文書を網羅する形でNTMsの検出を試みている。刷新されたデータベースは、2016年より順次
公表されている（http://i-tip.unctad.org/）。 
本研究では、UNCTAD が新しく構築した NTM データベースを活用することで、NTMs の存
在が貿易にどのような影響を与えるのかについて、体系的に検討する。UNCTADのNTMデー
タベースはまだ新しく、NTMs が国際貿易に与える影響を体系的にとらえた研究はまだなく、
新規性が高い。また、政策実務の場において NTMs に対する関心が高まっている中、このよう
な研究が実際の政策立案に対して有益な示唆を提供することが求められている。 
 
 
２．研究の目的 
NTMsが国際貿易にどのような影響を与えるのかを検討するにあたって、本研究では、国家間
の NTMs 体系の差異が貿易量に与える影響を実証的に明らかにすることを目的とする。既存研
究では、NTMsは貿易制限措置であるという暗黙の前提のもと、輸出先国におけるNTMsの存
在の有無を輸入関税率に換算することで、NTMs の貿易に対する影響が分析されてきた（例え
ば、Kee, Nicita and Olarreaga (2009)や Cadot and Gourdon (2016)）。しかし、この手法は必
ずしも万能ではない。なぜなら、各国において規制が全くない、ということはないからである。
例えば、自国で規制 Aがあり、その輸出先の国では規制 Aと Bがあるとしよう。既存研究では、
輸出先国の規制AとBが自国からの輸出に与える影響を関税率換算して推計している。しかし、
自国の企業は国内での操業において既に規制 A を遵守しているため、実際に自国企業の輸出活
動に影響を与えうるのは、追加的に遵守が必要となる規制 B だけのはずである。したがって、
ある国の輸出に影響を与えるのは、輸出先国における NTMs の有無ではなく、自国と輸出先国
における NTMs 体系の差異であると考えられる。本研究では、こうした考えのもと、既存研究
とは一線を画し、NTMsの有無ではなくNTMsの差異に着目した分析を行う。 
本研究では、NTMs体系の差異という視点から、NTMsが貿易に与える影響についての全体像
の把握に努めるとともに、産業特有の事情を考慮して特定の産業についての詳細な分析を行う。
具体的には、特に政策的関心が高い、SPS措置が農産品・食品の貿易に与える影響と、TBTが
製造品の貿易に与える影響を取り上げる。産業横断的な分析だけでなく、産業に特化した分析を
加えることにより、本研究の成果の政策への貢献度合いをより一層高めることが期待される。特
定の産業に注目した既存研究の多くは、個別の規制事例をもとに NTMs が貿易に与える影響を
議論しているが、本研究では、UNCTADのNTMデータベースを使用して、どのような規制の
差異が貿易に影響を与えているのかを体系的に明らかにする。 
また、農業・食品産業においては、各国の食品安全規制や SPS措置が貿易に対して大きな影響
を与えていると考えられる。これを踏まえて農業・食品産業における NTMs の影響に関しては
個別のケースを詳細に分析する。同様にプライベートスタンダードが発展途上国の労働者に対
してどのような影響を与えるのかを分析する。 
 
 
３．研究の方法 
UNCTAD データを使用した NTMs の分析 
 この研究において新規性があるのは、ある二国の NTMs 体系の差異を品目ごとに計算し、その
差異が二国間貿易にどのような影響を与えるのかを検討することにある。ある品目について、i
国と j国の間の NTMs 体系の差異は、以下の Cosine 類似度係数を用いて計算する。 
  
UNCTAD の NTM データベースでは、各品目（各国の関税表における HS コード）に、コード化され
た 177 種類の NTM が紐づけられている。Fは、ある国における 177 種類の NTM それぞれの存在を
数値化したベクトルで、当該国の NTM 体系を表す。この類似度係数は必ず 0 から 1 の値をとる
ので、1 から類似度係数を引いた値を二国間の NTMs 体系の差異の指標として用いて、グラビテ
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ィ分析の枠組みにおいて国家間の NTMs の差異が貿易に与える影響を推計する。 
 NTMs 体系の差異には産業特有の事情を考慮する必要があると考えられるため、農業・食品産
業と製造業に関しては、詳細な分析も並行して行う。 
 農業・食品産業においては、各国の食品安全規制や SPS措置が貿易に対して大きな影響を与
えていると考えられており、農業・食品産業における NTMs の影響に関しては個別のケースを
詳細に分析する。NTMは国内法に基づいており、強制力がある。それに比べるとプライベート
スタンダードは強制力がなく、プライベートスタンダードの遵守は任意である。しかしながら、
ビジネスパートナーからプライベートスタンダードを求められている場合、任意とは言えなく
ある程度の強制力を持ち始める。そのため、NTMの分析と平行してプライベートスタンダード
が貿易・産業・労働者にどのような影響を与えるのかを個別ケースとして詳細に分析する。特に
発展途上国においてのケースを重点的に分析する。 
 
 
４．研究成果 
 この研究を通して NTM が貿易に対して大きな負の影響があることが判明した。特に注目する
べき点として規制の差異がやはり貿易に対して影響が大きいということである。一般的に発展
途上国から先進国への輸出は規制の壁が高いとされている。この研究でも、発展途上国から先進
国への輸出も規制の差異の影響が先進国間での貿易の時と比べて大きい結果が得られた。また、
いわゆる南南貿易においても規制の差異の影響が大きいということが明らかになった。規制の
差異は貿易額に負の影響があるだけでなく、規制の差異の影響により、理論での予測通り、貿易
品目の減少、価格の上昇が起きる事が判明した。また、個別の食品・農産物（鶏肉、牛乳、パー
ム油）の場合においても規制やプライベートスタンダードが輸出や産業に対して大きな影響を
与えているのが判明した。これらの規制やプライベートスタンダードは主に持続可能な開発や
成長の一環として実施されており、これらの政策が農業・農村に与える影響も分析した。 
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